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株式会社京都春秋

京都・禅宗寺院⼤徳寺の塔頭が順次特別公開
3年ぶりの⼀般公開となる「真珠庵」では、寺宝『源⽒物語図屏⾵』を初公開！

2024年 ⼤徳寺塔頭秋季特別公開情報解禁

「京都の伝統⽂化と世界を繋げる」を企業理念に、⾮公開寺院の特別公開やワンランク上の京都の⽂
化体験を企画・運営する株式会社京都春秋（本社:京都市中京区、代表取締役:市川 豊）は、⼤徳寺塔頭
の2024年秋季特別公開情報を解禁いたします。京都が最も美しく⾊づく秋に、通常⾮公開の歴史的建造
物や、現在⼤河ドラマで脚光を浴びる紫式部ゆかりの地に保存されている⽂化財など、様々な寺宝を保
有する寺院の公開が決定しました。

京都の禅宗寺院「⼤徳寺」は、織⽥信⻑や豊⾂秀吉など戦国⼤名ゆかりの地で、その戦国武将に仕え
た茶聖 千利休や⽇本美術史上の重要⼈物の⼀⼈、狩野永徳を代表とする狩野派などが活躍した当時の⽂
化の最先端であり、後世の⽇本⽂化に多⼤な影響を与えた場所です。毎年春と秋に特別公開する「⻩梅
院」、「興臨院」、「総⾒院」では、その季節ならではの⾵景の移り変わりとともに、通常⾮公開であ
る建造物や重要⽂化財を拝観できるため、観光シーズンには全国から多くの拝観者が集まり賑わいを⾒
せます。

今秋は3年ぶりに⼤徳寺塔頭「真珠庵」が⼀般公開いたします。真珠庵は、とんちで有名な⼀休さん、
⼀休宗純和尚を開祖として⼀休和尚が亡くなられた10年後の延徳3年（1491）に堺の豪商、尾和宗臨に
よって建てられました。真珠庵境内には、現在⼤河ドラマで注⽬されている紫式部が産湯として使⽤し
たと伝わる井⼾が現存しており、ゆかりの地としても有名です。今回は、17世紀の作品である『源⽒物
語図屏⾵』が初公開となります。また、2018年、約400年ぶりに新調された⽅丈襖絵は『釣りバカ⽇
誌』で有名な漫画家 北⾒けんいち⽒、ゲーム「ファイナルファンタジー」のアートディレクターを務め
た上国料勇⽒をはじめとした現代の⽇本⽂化を象徴する分野で活躍する作家が描きました。これらは
2020年のお披露⽬以来、4年ぶりの公開となります。

株式会社京都春秋 広報 ⼋⽥ （ハッタ）
Email： y-hatta@kyotoshunju.co.jp Mobile： 080 - 7633 - 8259

【報道関係者様のお問い合わせ先】

PR素材をご使⽤の際は必ず上記担当者に⼀報の上、各ページからダウンロードください。

⼤徳寺 ⻩梅院 唐⾨

株式会社 京都春秋
TEL：075-231-7015 FAX：075-231-6420 Email：info@kyotoshunju.com HP：https://kyotoshunju.com

【特別公開 運営に関するお問い合わせ】

⼤徳寺 真珠庵 初公開『源⽒物語図屏⾵』（右）

【真珠庵 公開⽇程】 2024年9⽉20⽇（⾦）〜12⽉8⽇（⽇）
【⻩梅院 公開⽇程】 2024年10⽉5⽇(⼟)〜12⽉8⽇(⽇）
【興臨院 公開⽇程】 2024年8⽉31⽇（⼟）〜9⽉22⽇（⽇） 9⽉28⽇（⼟）〜12⽉15⽇（⽇） 
【総⾒院 公開⽇程】 2024年10⽉7⽇(⽉)〜11⽉30⽇(⼟) 
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臨済宗⼤本⼭⼤徳寺の塔頭真珠庵は、とんちで有名な⼀休さん、⼀休宗純和尚を開祖として⼀休和尚が亡くな
られた10年後の延徳3年（1491）に堺の豪商、尾和宗臨によって建てられました。⼤徳寺中興の祖である⼀休宗
純ゆかりの寺院であることから、⼤ 徳寺において特別な位置を占めます。2018年、約400年ぶりに新調された
⽅丈襖絵は『釣りバカ⽇誌』で有名な漫画家 北⾒けんいち⽒、ゲーム「ファイナルファンタジー」のアート
ディレクターを務めた上国料勇⽒をはじめとした現代の⽇本⽂化を象徴する分野で活躍する作家が描きました。 
また今回、17世紀の作品である『源⽒物語図屏⾵』が初公開。真珠庵境内には紫式部が産湯として使⽤したと
伝わる井⼾が 現存しており、紫式部ゆかりの地としても有名です。

⼟佐光起『花⿃図』東⾯

村⽥珠光「七五三の庭」

公開期間 ：2024年9⽉20⽇（⾦）〜12⽉8⽇（⽇）
休⽌⽇ ：10⽉21⽇（⽉）

11⽉24⽇（⽇）〜26⽇（⽕）
拝観時間 ：10：00〜15：30（受付終了）
拝観料 ：⼤⼈2,000円・中⾼校⽣1,000円

⼩学⽣以下500円（保護者同伴）
特別公開
現代作家が描く⽅丈障壁画、本堂、
書院 通僊院（つうせんいん）、茶室 庭⽟軒（以上全て重⽂）
⽅丈東庭「七五三の庭」、通僊院庭園（史跡名勝）
【特別展⽰】『源⽒物語図屏⾵』
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⼤徳寺 真珠庵の写真素材はこちら

⼤徳寺塔頭「真珠庵」

⽅丈障壁画『楽園』
漫画家 北⾒けんいち⽒の作品

初公開『源⽒物語図屏⾵』（右）初公開『源⽒物語図屏⾵』（左）

書院「通僊院」と茶室「庭⽟軒」

庭⽟軒全景

3年ぶりの⼀般公開！⼤河ドラマで話題の紫式部ゆかりの地

https://www.dropbox.com/scl/fo/8ghpki01xlvfhuo2ozcjh/ALADpa8RV49rp-Pf00WDv7o?rlkey=07j5pofyne2vadhlqfk69vb53&dl=0


織⽥信⻑が創建し、のちに豊⾂秀吉が増築するなど戦国⼤
名ゆかりの寺院。千利休が66歳の頃作庭したと⾔われる
「直中庭」があることでも有名です。
禅宗寺院において現存最古の庫裡 （重要⽂化財）や、加藤
清正が朝鮮出兵の際に持ち帰ったとされる釣鐘、また狩野
永徳や⻑⾕川等伯と並ぶ桃⼭時代の絵師、雲⾕等顔の障壁
画（重⽂・複製）などが公開されます。例年11⽉中旬から
は境内の紅葉が美しく、多くの拝観者が訪れます。

⼤徳寺⻩梅院

【重要⽂化財】
⽇本最古の庫裡（くり）

直中庭

【重要⽂化財】
雲⾕等顔筆 本堂障壁画（複製）

千利休66歳の時に作庭されたと伝わる。秀吉
公の希望により軍旗瓢箪を象った空池を⼿前
にし、加藤清正公伝承の朝鮮灯籠を配した苔
⼀⾯の枯⼭⽔庭園。苔と紅葉のコントラスト
が美しいスポット。

寺院の台所で僧侶の居住空間だった場所。
⽇本に現存する禅宗寺院の庫裡としては最古
のもの。

桃⼭四⼤巨匠の⼀⼈で、⽑利家の御⽤絵師と
して雲⾕派を築いた、雲⾕等顔筆障壁画。桃
⼭時代を代表する画僧雪⾈の⽔墨画を⼿本と
し、⼤胆な構図の⽔墨画を多く残した。（⻩
梅院のものは現在、複製です。）

公開期間

休⽌⽇

拝観時間

拝観料

： 2024年10⽉5⽇(⼟)〜12⽉8⽇(⽇) 

： 10⽉28⽇（⽉）

※法務の都合により拝観休⽌⽇が増える可能性有

：10：00〜16：00（受付終了）

：⼤⼈800円・中⾼⽣400円・

⼩学⽣以下無料（保護者同伴）

：千利休作庭「直中庭」
武野紹鷗好み茶室「昨夢軒」
⽅丈庭園「破頭庭」
【重⽂・複製】雲⾕等顔筆 本堂障壁画
【重⽂】庫裡

特別公開

⽅丈庭園「破頭庭」
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⼤徳寺 ⻩梅院、興臨院、総⾒院の写真素材はこちら

⼤徳寺塔頭⻩梅院、興臨院、総⾒院

https://www.dropbox.com/scl/fo/744k8fpv44665cotlvd42/ALhaOnvkC5mBU8WbqmHcXG0?rlkey=z1x9ezif1u5f2ubkdkingjy2g&dl=0


室町期の建築様式の特徴を⾒せる本堂（重要⽂化財）や唐⾨を
持つ⼤徳寺興臨院。能 登の畠⼭家が創建しその後、豊⾂政権の
五⼤⽼を務めた前⽥利家が本堂屋根を修復、 また菩提寺とする
など前⽥家とも⾮常に縁の深い寺院です。優美で安定感のある
姿が 静寂と落ち着きを感じさせる本堂や、「昭和の⼩堀遠州」
とも⾔われた作庭家中根 ⾦作が復元した⽅丈庭園を持ちます。

⼤徳寺興臨院

公開公開： 2024年8⽉31⽇（⼟）〜9⽉22⽇（⽇） 
 9⽉28⽇（⼟）〜12⽉15⽇（⽇）

休⽌⽇ ： 休⽌⽇は法務により増える可能性有
拝観時間： 10：00〜16：30（受付終了）

※12⽉2⽇(⽉)以降は16：00受付終了
拝観料 ： ⼤⼈800円・中⾼⽣400円・⼩学⽣300円（保護者同伴）
特別公開：【重⽂】表⾨【重⽂】本堂

⽅丈庭園、茶室「涵虚亭」（かんきょてい）

⽅丈庭園

⽩砂に⽯組みを配し
て理想の蓬莱世界を
表す。本堂の解体修
理時に、資料をもと
に⾜⽴美術館の作庭
者でもある中根⾦作
⽒が復元。

【重要⽂化財】唐⾨

唐破⾵、檜⽪葺で、室町時
代の建築の特徴を表す。波
型の連⼦窓、客待の花頭窓
などは禅宗の建築様式のひ
とつ。

⽻柴（後の豊⾂）秀吉が、本能寺の変に倒れた織⽥信⻑の追善
菩提のために建⽴した⼤徳寺総⾒院。⽊造織⽥信⻑公坐像（重
要⽂化財）はその葬儀に際して造られました。その⼤きさは⾼
さ三尺⼋⼨（約115cm）の等⾝⼤で、慶派の仏師、康清によっ
て作られました。らんらんと輝くその眼光は信⻑の⾯影を良く
伝えます。信⻑亡き後の政権争いの中、秀吉がその主導権を握
るため建⽴した歴史的背景のある寺院が公開します。

⼤徳寺総⾒院

公開期間：2024年10⽉7⽇(⽉)〜11⽉30⽇(⼟)

休⽌⽇ ：11⽉21⽇（⽊）・22⽇（⾦）

 ※休⽌⽇は法務により増える可能性有

拝観時間：10：00〜16：00（受付終了）

※11⽉3⽇（⽇）は11：30受付開始

拝観料 ：⼤⼈800円・中⾼⽣400円・⼩学⽣以下無料（保護者同伴）

特別公開： 本堂
【重⽂】⽊造織⽥信⻑公坐像
信⻑公⼀族の墓碑
お茶室

【重要⽂化財】⽊造織⽥信⻑公坐像

信⻑公⼀族の墓碑
茶室

３つの茶室が並ぶ。総
⾒院と茶の湯は関わり
が深く、総⾒院⽅丈に
秀吉が⼤徳寺⼤茶会で
は茶席を設けたと記録
が残る。

信⻑公をはじめ、
徳姫（信⻑の息
⼥）、濃姫（正
室）、おなべの
⽅（側室）など、
⼀族7基の五輪⽯
や墓碑が並ぶ。

⽅丈庭園
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